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 強靭化への挑戦

P E
project

engineering

　

三
陸
沿
岸
を
う
ね
り
な
が
ら
急
勾
配

の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
、
峠
を

縫
っ
て
い
く
国
道
四
五
号
。
背
後
に
山

が
迫
る
市
街
地
を
見
る
と
、
津
波
で
流

さ
れ
た
住
宅
の
基
礎
が
雑
草
に
埋
も
れ

る
光
景
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
広
が
っ
て

い
る
。
復
興
は
こ
れ
か
ら
だ
。

　

仙
台
・
八
戸
間
三
五
九
㌔
㍍
を
結
ぶ

三
陸
沿
岸
道
路
の
整
備
計
画
は
、
厳
し

い
地
形
環
境
の
暮
ら
し
を
支
え
る
交
通

基
盤
を
、
高
規
格
道
路
に
よ
っ
て
強
化

す
る
目
的
で
、
二
〇
年
以
上
前
か
ら
取

り
組
ま
れ
て
き
た
。
だ
が
、
財
政
が
逼

迫
す
る
な
か
で
、
隘
路
な
ど
が
集
中
す

る
区
間
か
ら
事
業
化
さ
れ
た
た
め
、
未

着
手
の
区
間
が
多
く
、
不
連
続
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。「
震
災
直
後
に
四
五

号
が
絶
た
れ
て
孤
立
す
る
地
域
も
あ
り

ま
し
た
。
交
通
渋
滞
も
ひ
ど
か
っ
た
。

三
陸
沿
岸
道
路
の
供
用
率
は
三
六
％
と

低
く
、
も
し
も
全
線
が
つ
な
が
っ
て
い

た
ら
、
救
援
や
復
旧
活
動
を
も
っ
と
早

く
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
」。

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
南
三
陸

国
道
事
務
所
の
柴
田
吉
勝
所
長
が
振
り

返
る
。

　

復
興
道
路
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

東
北
全
体
に
格
子
状
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
地
域
間
の

連
携
を
高
め
る
と
と
も
に
、
津
波
な
ど

の
災
害
に
強
い
道
路
が
迅
速
な
救
助
・

救
援
を
可
能
と
す
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

早
期
構
築
が
復
興
へ
の

道
の
り
を
支
え
る

復
興
を
支
え

災
害
に
強
い「
命
の
道
」

三
陸
沿
岸
道
路
・
吉
浜
道
路
工
事

道路

復興道路は三陸沿岸道路（359㎞）、宮古盛岡
横断道路（100㎞）、東北横断自動車道釜石秋
田線（80㎞）、東北中央自動車道（45㎞）で構
成され、東北縦貫自動車道などとつながるこ
とで、広範囲な道路ネットワークが実現する。
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写真：特記以外は中原一隆

　南三陸国道事務所は昨年4月に釜石
市鵜

う の す ま い

住居町に新設され、宮城県境から
山田町間の三陸沿岸道路など6区間を
担当しています。この街にはかつて
6,000人以上が住んでいましたが、震
災で600人余りの方々が亡くなったり
行方不明となりました。沿岸部の多く
の地域が被害を受け、住宅建設をはじ
め、復興はまだこれからという状況で
す。そのなかで、私たちの使命の一つ
は、地域の皆さんに少しでも明るい話
題を提供することです。道路の着工状

況、工事の進捗など、様 な々情報を発信
していきたいと思います。事業の状況
を逐時入手できることが皆さんの安心
感にもつながるのではないでしょうか。
　この道路の事業化が多くの尊い犠牲
のもとに決定されたこと、従来から地
域の皆さんの悲願だったという気持ち
と大きな期待を私たちは強く感じてい
ます。民間技術者チームにも参加いた
だきながら総力戦で臨んでおり、一日
も早い完成に向けて、一丸となって取
り組んでいきます。

国土交通省 東北地方整備局
南三陸国道事務所 事務所長

柴田吉勝

一日も早い完成をめざして
P

project 
manager

部分的に事業化されていた東北
被災3県の高規格道路網の計画
が、平成23年11月、国の第3次
補正予算により全面事業化され
た。国道45号、283号のリダン
ダンシー機能となる三陸沿岸道
路や東北横断自動車道釜石秋田
線など（総延長584㎞）が東北
の復興を牽引する復興道路とし
て位置づけられている。吉浜道
路は三陸沿岸道路のうち、岩手
県大船渡市三陸町越

お

喜
き

来
らい

から吉
浜を結ぶ3.6㎞の自動車専用道
路。震災前から着工していたが、
現在、大型化工事発注により、
高架橋とトンネルの建設工事が
進んでいる。
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三
陸
沿
岸
道
路
は
ル
ー
ト
の
九
五
％

が
津
波
浸
水
区
域
を
回
避
し
て
い
る
。

震
災
後
の
計
画
で
は
、
低
コ
ス
ト
化
を

図
り
な
が
ら
地
域
の
防
災
に
役
立
つ
機

能
を
併
せ
持
つ
よ
う
見
直
し
が
行
わ
れ

た
。
従
来
は
、
基
本
的
に
四
車
線
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
型
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

で
計
画
し
て
い
た
が
、
地
域
の
交
通
量

に
合
わ
せ
た
二
車
線
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
低
コ
ス
ト

化
を
図
り
、
地
域
の
利
便
性
や
災
害
時

を
考
慮
し
た
配
置
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
避
難
機
能
の
強
化
と
し
て
、

地
域
の
復
興
計
画
や
地
元
の
方
々
な
ど

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
緊
急
避
難
路
や

避
難
階
段
を
設
置
し
て
い
く
。
震
災
当

日
、
釜
石
市
の
小
中
学
生
た
ち
が
、
津

波
に
追
わ
れ
な
が
ら
六
日
前
に
開
通
し

た
釜
石
山
田
道
路
へ
逃
れ
た
例
が
あ
り
、

高
所
の
道
路
が
「
命
の
道
」
と
な
る
こ

と
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
早
期
の
道
路
開
通
を
目
指
し

て
、
建
設
工
事
を
効
率
的
に
進
め
る
た

め
に
、
複
数
の
工
事
を
同
時
に
発
注
す

る
大
型
化
工
事
も
行
わ
れ
て
い
る
。
大

船
渡
市
内
で
建
設
が
進
む
吉
浜
道
路

三
・
六
㌔
㍍
も
そ
の
一
つ
だ
。
高
架
橋

と
ト
ン
ネ
ル
が
一
括
で
複
数
の
J
V

に
発
注
さ
れ
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
ほ

ぼ
一
挙
に
つ
く
り
あ
げ
る
。
東
北
地
方

整
備
局
五
件
の
う
ち
、
三
件
が
南
三
陸

国
道
管
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

高
架
橋
の
下
部
工
橋
脚
と
ト
ン
ネ
ル

を
施
工
し
て
い
る
の
は
清
水
・
青
木
あ

す
な
ろ
特
定
建
設
工
事
J
V
だ
。
橋
梁

上
部
工
は
川
田
建
設
・
安
部
日
鋼
工

業
・
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
特
定
建

設
工
事
J
V
が
担
当
。「
下
部
工
が
で

き
て
す
ぐ
に
上
部
工
に
取
り
掛
か
り
、

ト
ン
ネ
ル
の
完
成
と
同
時
に
上
部
工
と

つ
な
ぐ
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
国

交
省
の
指
導
の
下
で
、
お
互
い
の
工
程

調
整
を
し
、
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
安

全
第
一
で
進
め
て
い
ま
す
」
と
語
る
の

は
清
水
・
青
木
あ
す
な
ろ
特
定
建
設
工

事
J
V
の
三
原
泰
司
所
長
。
限
ら
れ
た

広
さ
の
建
設
ヤ
ー
ド
も
共
有
し
、
効
率

ア
ッ
プ
を
図
る
。
ま
た
、
共
に
工
事
に

携
わ
る
立
場
か
ら
、
地
域
と
の
親
交
を

深
め
る
機
会
を
数
多
く
設
け
、
工
事
や

建
設
業
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。

　

現
場
は
い
ま
、
発
破
に
よ
る
ト
ン
ネ

ル
の
掘
削
が
本
格
化
し
た
段
階
だ
。
山

中
の
工
事
は
騒
音
が
遠
方
ま
で
響
く
と

い
う
。
周
辺
地
域
へ
の
影
響
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
、
入
り
口
付
近
の
工

事
段
階
か
ら
防
音
壁
・
防
音
扉
を
設
け
、

夜
間
工
事
も
避
け
て
き
た
。
今
後
は
掘

り
進
ん
だ
空
間
を
利
用
し
て
更
な
る
騒

音
対
策
の
充
実
を
図
り
、
昼
夜
フ
ル
稼

働
で
平
成
二
十
六
年
十
月
の
工
事
完
了

を
目
指
し
て
い
く
。

強
靭
な
道
路
が

大
切
な
命
を
つ
な
ぐ

地
域
へ
の
負
荷
を

最
小
限
に
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松倉崎松倉崎

三陸町吉浜三陸町吉浜

吉浜吉浜

三陸三陸

三陸町越喜来三陸町越喜来

舘崎舘崎
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吉浜道路  L=3,600m吉浜道路  L=3,600m
大船渡三陸道路  L=17,300m
（平成17年3月19日全線供用）
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【国道45号（現道）】
延長：L=8.2㎞
R<150m  30箇所
i>4%  3区間ΣL=4,810m

【吉浜道路】
延長：L=3.6㎞

【国道45号（現道）】
延長：L=8.2㎞
R<150m  30箇所
i>4%  3区間ΣL=4,810m

【吉浜道路】
延長：L=3.6㎞
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「三陸沿岸道路は地元の悲願」という看
板を掲げた建物も津波で被災。この願い
を一日も早く実現したい。

　地域の方々にわれわれの仕事への理
解を深めて頂くには、われわれももっ
と地域のことを知らなければなりませ
ん。そこで先日は吉浜の郷土史研究家
を招いて、工事に携わるJV、関係会社
職員を対象とした講演会を開きました。
吉浜が昔起きた津波で高台移転をした
歴史などを一緒に勉強したんです。
　また、地域と交流を図るといっても、
工事の説明だけでは一方通行になりが
ちです。地域の方々が望まれる交流手
法を企画するのも大切でしょう。例え

ば地元中学生の総合学習の一つとして
「吉浜中学キャリアセミナー」を催し
ました。校長先生に相談し、企画した
もので、中学3年生16人と一緒にテー
ブルを囲んで、われわれが感じるやり
がいについて主にお話し、質疑応答、
意見交換を行いました。さらに後日、
工事関係者に対して校長先生から防災
教育の意義についてお話し頂きました。
今後も地域の方々に応援して頂けるよ
うに、地域のニーズに応える相互交流
を重視していきたいと思います。

清水・青木あすなろ
特定建設工事共同企業体 所長

三原泰司

地域を学び、
地域のニーズに応える交流を

田畑や民家のすぐそばで吉浜高架橋と吉浜トンネルの工
事が同時に進む。

急カーブ、急勾配が続く越喜来・吉浜間の難所を解消し、8.2㎞が3.6㎞に、所要時間も短縮され安全で快適な通行を実現。吉浜道路は一括で複数
のJVに発注されている。吉浜トンネルと越喜来高架橋下部工（清水・青木あすなろ特定建設工事JV）、越喜来・吉浜高架橋上部工（川田建設・安部
日鋼工業・日本高圧コンクリート特定建設工事JV）。吉浜高架橋下部工については建設ずみ。

地域との交流を図るため、工
事関係者が共同で開いた「吉
浜中学校キャリア学習セミナ
ー」。他校からも開催が要望
されている。（提供：清水建設）

右／吉浜トンネルの入り口。延長は1,644m。現在30m掘り進んでいる。 （提
供：清水建設）左／越喜来では、高架橋の橋脚基礎の深礎工事が進んでいる。


